
ファッションタウン桐生　もの・まち・くらしづくりの１０年史

２００５年（平成１７年）

　日本ファッション協会はファッションタウン構想の新たなステップとして、生活文化創造都市構想を進めていましたが、愛・地球博
（2005年日本国際博覧会）で、「生活文化創造都市の発進と発信」をテーマにCreative Japanを開催。全国のファッションタウン推進
都市、生活文化創造都市が参加し、桐生からは協議会メンバーのファッション新気流を起こす会（荒島スミ子会長）が主催する「テキ
スタイルin桐生」が出演、桐生のテキスタイルとデザインを全国に発信しました。
　協議会も地球博観覧ツアーを実施して応援。委員会事業では、小布施町への都市調査、「両毛地域から首都圏への高速交通体系」勉
強会の発足、まちなか一坪ショップモデル事業の実施、近代化遺産の日制定記念フォーラムへの参加など幅広く展開していきます。

「テキスタイルin桐生」愛・地球博へ

愛・地球博で発表された「テキスタイルin桐生」大勢の観客が見守った（モリゾー・キッコロメッセ）

東武妻沼線の廃線敷を実地見学するメンバー（熊谷市）
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まちなか一坪ショップへのチャレンジ

小布施町を訪れ、文屋の木下氏の話を聞く 近代化遺産の日制定記念フォーラムの企画を担当


